
ストレス適応の新規神経基盤の解明

ストレスホルモンによる感覚系ドパミン回路の調節

＜略歴＞
2014年北海道大学博士課程卒業、2014年-2017年慶應義塾大学医学部学振RPD、2017年-2023米国ハー
バード大学ポスドク、2023年-現在慶應義塾大学医学部さきがけ研究者
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職 位 ： さきがけ研究者
専門分野 ： 神経科学

＜研究概要＞
ストレスは、現代社会においてしばしば「万病の元」と表現されるように、様々な精神的・身体的症状を誘発するリスクファ
クターです。ストレスがどのように病を引き起こすのか？そのメカニズムを知りたいと、研究してまいりました。
本さきがけ研究では、本来生物に備わっている「ストレスに適応する力」に着目し、慣れの神経メカニズムの解明とその擾
乱・回復を支える機序を明らかにします。
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ト ス の

回路の の

＜略歴＞
年 大学大学 学研究科 博士課程 。その 名 大学大学 医学 研究科にて 本学 振 会
研究 PDとして研究を う。そして米国Duke University Medical Schoolに 学 年 7 より慶應義塾大学医

学部生 学 ・ 年 よりJST・さきがけ研究者として ス研究に 。また 年 より 大
学で に着 で る。

ここにポート
レートを貼り
付けてくださ
い

ふりがな たかの て

氏 名 ： 野
所属・部門： 生
職 位 ：
専門分野 ： 神経科学・神経 学・ 生物学

＜研究概要＞
脳 は くの によって され

ています。 来の では、脳 から
々の の 分 を解 することは
来ま でした。本研究では、 で
の を 分 を 的に する
の 的 クト クス

を 発します。これにより、脳 の 々
の神経回 リ の生 的 義
を解明し、 く しい からの脳の

脳機 を解明します。
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の感 の

＜略歴＞
2007年慶應義塾大学医学部卒業、2011年 病 症科、
2014年慶應義塾大学医学部 ター、2016年慶應義塾大学医学部 医学

ここにポート
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ふりがな うわ の よしふ

氏 名 ： 義
所属・部門： 慶應義塾大学・医学部・ 医学
職 位 ： 専
専門分野 ： 症 科、 、 生物

＜研究概要＞
は、COVID-19 クの 、 とPCR の
という でまさに にいました。慶應のような大病 では、

的・物的リ ースを してな とか り えることができました
が、 の病 では、 体 の でき 、ク スターがど
ど がっていき医 機 が する状 に りました。

クのような に 症と うた には、 か
な病 体の が です。 、 ての医 機 の に
な 体 を するのは、 にはかなり が くなってし

まいます。

そこで、 は大病 と 病 が ト ークを し、リ ース
ハ を病 で し、タスク を ることにより、ど

のような医 機 で 適か の 症の ・ を けら
れる体 を したいと えています。また、 生物 のDigital 
Exchangeの 、 ・ ータを 現 から研究

な る体 くりなど、 的でしな かな 症 を
体で 現する を していきたいと っています。
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部 専 医 科学 、 2018年4 米国国 生研究所博士研究 、 2020年5 Master of Public Health

Johns Hopkins Bloomberg School of Public Health 、 2021年4 慶應義塾大学医学部 症学 専 、
2021年10 国 研究 発 科学 振 機 さきがけ研究
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＜研究概要＞
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ス ス

ル ス ン による ルス

＜略歴＞
• 2015年慶應義塾大学大学 博士課程 、2015年 本学 振 会 研究 (PD)
• 2016年慶應義塾大学 学部 、2019年 大学 学 研究科 、2023年慶應義塾大学
学部専

ここにポート
レートを貼り
付けてくださ
い

ふりがな たなか たか さ

氏 名 ：
所属・部門： 学部・ 学科
職 位 ： 専
専門分野 ： 物 ・ バ ス 学

＜研究概要＞
は の ス を する ス を研究してきました。 した ス で 様な ス を に す

ることで、 スに く ス など たな リ ー の を しています。
研究の として、1) を した ス ー の 、2) ス ー の レー による
表 の の 解に き な ス の 現を っています。
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の レ 基 ト

の トに る

＜略歴＞
• 2011年 大学 卒業、2013年 大学大学 士課程 、 2016年 大学大学 博士 課程
• 2016年 大学 、 2018年国 学研究所 、 2020年慶應義塾大学 専

ここにポート
レーを貼り付
けてください

ふりがな むらた し

氏 名 ：村
所属・部門：慶應義塾大学・ 学部・ 学科
職 位 ：専
専門分野 ： 知 クス

＜研究概要＞
の 知発 程を にし、 における ト学 を 現するた に な と ータ の を

目 しています。
脳の として 力 されている「 ー 」に く 生 を し、 トに します。

と 様 を備えた トの「 レ ータ」を することで り学 を い、 の状 に する適応
力 、 経 の目 に する 力に いて していきます。
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の 解

ミ レ ンによる の

＜略歴＞
2011年慶應義塾大学 学部卒業 2016年慶應義塾大学大学 学研究科博士課程
2016年 大学 学研究科 2018年慶應義塾大学 学部 専 2021年 現在

ふりがな ま と えい

氏 名 ： 本 士
所属・部門 ： 慶應義塾大学・ 学部・ ス ム 学科
職 位 ： 専
専門分野 ： 生物物 フト ター 分 力学

＜研究概要＞
では、 のタ ク RNAが 分 現 によって まることで、 体が されます。本研究では、

ク ・分 ・メ 分 を ス ー レー の 発を い、
体 部の 的 が分 の ・ 在・ に える の解明を目 します。
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る

＜略歴＞
• 2014年・2019年慶應義塾大学 学研究科 士・博士、2018年スタ フ ード大学 研究
• 2014年 研究 発 ター、2021年慶應義塾大学 学部専

ふりがな よしおかけ た う

氏 名 ：
所属・部門 ： 慶應義塾大学 学部 学科
職 位 ： 専
専門分野 ： LiDAR 、 回 、 リ

＜研究概要＞
ン の ス
に 3D ン るLiDARの ン
のよ に る ? 研究 要

ス

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/news/24/00252/ https://jidounten-lab.com/u_45597
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ス の

に

＜略歴＞
• 2013年大 大学 士課程 年 2022年NTT研究所
• 2019年大 大学博士課程 2019-2020年米国カー ーメ 大学 研究
• 2022年慶應義塾大学 学部 学科 専 2023年 学科

ふりがな いそがわ まりこ

氏 名 ：
所属・部門： 慶應義塾大学・ 学部・ 学科
職 位 ：
専門分野 ： ータ ・ ター

＜研究概要＞
ら る が してAI社会の を けられる社会の 現を目 し 「 に がり すい を
しない 物状 ス ムの 」に り でいます 体的には の を だ

ー の ・会 の が に な を ト
を まない の の に に の
を研究しています

を いた
物 元

リ を いた
物 状

トカメ を した
物 状
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ス ス 基盤の

＜略歴＞
• 2013年慶應義塾大学大学 メ 研究科博士課程 博士 メ 学
• 2016年4 より 大学 学部 に 2020年4 より

ここにポート
レートを貼り
付けてくださ
い

ふりがな す うら うた

氏 名 ：
所属・部門： 学部
職 位 ：
専門分野 ： ー ・ ータ・ タ ク

＜研究概要＞

：IoT ス ム 発に けた タ 応 ： ス ム フリハ ス ム
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